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患者様へのメッセージ 

 

 明けましておめでとうございます。 

 年末はクリスマス寒波で雪の降る中、医院の工事を行っておりました。当院も開業して 10

年が過ぎ、設備が少しずつ老朽化しつつあったため、思い切って内装をリニューアルし、ユニ

ットを 2台入れ替え、新しく CTを導入しました。22日の診療後、診察室の備品を全て移動し、

ユニットとレントゲンを撤去。同時に待合室は足場を組んでクロスの張替が始まりました。が

らんとなった診療室やクロスが剥されて下地の出た状態の壁を見て、開業前の建築工事の状態

を思い出しました。 

 今回異なるメーカーのユニットを入れたため、床を剥して配管工事をやり直さなければなら

ず、本当に多くの業者の方々にお世話になりました。配管、電気、内装、歯科のメーカー、レ

ントゲンのメーカーさん、ありがとうございました。「治療」という一つの行為を行うために

は設備や道具が必要で、その一つ一つにこんなにたくさんの方々が関わって協力して下さっ

て、初めて患者様を迎え入れることができるのだということを改めて感謝した次第です。 

 新しくなった診療室を見ながら、開業時の初心に立ち返って、新たな 10 年に向かって歩き

始めたいと思いました。患者様にオプティマルヘルス（最高の健康状態）をご提供するために、

今後も学術と技術の研鑽に励み、笑顔の溢れるクリニックを作っていきたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 
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「人生に絶望なし。いかなる人生にも決して絶望はない」 

 

              『致知』２０１２年１１月号 特集「総リード」より 

 

 

その少女の足に突然の激痛が走ったのは３歳の冬である。病院での診断は突発性脱疽。肉が焼け骨が腐る

難病で、切断しないと命が危ないという。診断通りだった。 

それから間もなく、少女の左手が５本の指をつけたまま、手首からボロっともげ落ちた。 

悲嘆の底で両親は手術を決意する。 

少女は両腕を肘の関節から、両足を膝の関節から切り落とされた。少女は達磨娘と言われるようになった。 

少女７歳の時に父が死亡。そして９歳になった頃、それまで少女を舐めるように可愛がっていた母が一変

する。 

猛烈な訓練を始めるのだ。 

手足のない少女に着物を与え、「ほどいてみよ」「鋏の使い方を考えよ」「針に糸を通してみよ」。 

できないとご飯を食べさせてもらえない。少女は必死だった。 

小刀を口にくわえて鉛筆を削る。口で字を書く。歯と唇を動かし肘から先がない腕に挟んだ針に糸を通す。 

その糸を舌でクルッと回し玉結びにする。 

文字通りの血が滲む努力。それができるようになったのは１２歳の終わり頃だった。 

ある時、近所の幼友達に人形の着物を縫ってやった。その着物は唾でベトベトだった。 

それでも幼友達は大喜びだったが、その母親は「汚い」と川に放り捨てた。 

それを聞いた少女は、「いつかは濡れていない着物を縫ってみせる」と奮い立った。 

少女が濡れていない単衣一枚を仕立て上げたのは、１５歳の時だった。 

この一念が、その後の少女の人生を拓く基になったのである。 

その人の名は中村久子。 

後年、彼女はこう述べている。 

「両手両足を切り落とされたこの体こそが、人間としてどう生きるかを教えてくれた最高最大の先生であっ

た」 

 そしてこう断言する。「人生に絶望なし。いかなる人生にも決して絶望はない」 

 

１９３７年４月に来日したヘレン・ケラーが久子と対面後、袖の下の短い腕と膝から下が義足の中村久子

の体に触れた後、泣きじゃくりながら抱きかかえ、 

「私より不幸で、私より偉大な人」と言われたそうです。 

四肢切断という中村久子の過酷な人生の中では、 

「亡くなった両親を恨み、両手両足のないわが身を呪ってきた。親の命のあるうちに、なぜ自分は死ななか

ったのか。神仏はなぜ手足のない私をこの世に送り出したのか。私のような女になぜ二人も子供を産ませた

のか。神仏はどこまで私を痛めつけるのか」 

と、両親と神仏を呪っていましたが、ある人との出会いの中で、「生まれて、生きて、生かされている」 

という感謝の念と天の教えに気づくという、深い境地に至ります。 

そして晩年には、手足のない体を「仏さまから賜った体」」と受け止め、 

「両手両足を切り落とされたこの体こそが、人間としてどう生きるかを教えてくれた 

 最高最大の先生であった」 



 

 

 

 

「人生に絶望なし。いかなる人生にも決して絶望はない」 

と、見事な人生を終えています。 

～以上、致知出版社・小笠原節子さんのメルマガから引用～ 

 

 

 

 

20 年近く前に「こころの手足」という中村久子さんの自伝を読んだことがあります。手足を切

断し、達磨娘と言われて、生きるために興業の世界に入ります。そこでもいろいろ騙されたり、搾

取されたりと相当なご苦労があったようです。今と違って福祉の進んでいない時代。筆舌に尽くし

難いようなつらい思いをされたことでしょう。でも、感謝の念を持って生きることができるとは、

素晴らしい魂の持ち主です。 

娘が一人になっても生きていけるようにと、口を使って字を書いたり、裁縫をしたりと教え込ん

だ母親もまたすごいと思います。今の私たちは、つい子供にあれこれと手を出し、楽な道を歩かせ

ているように思い、反省しました。 

「口と足で描く芸術家協会」という団体があります。とても口や足で絵筆を持って描いたとは思

えないような素晴らしい絵です。私も葉書や便せんは努めてこの団体の物を使うようにしています。

「この絵を描くのにどれほどの時間が必要なのだろうか」と思いながら、感謝してお便りを書きま

す。 

 社会が悪い、人が悪い、と自分がうまくいかないことを周りのせいにするのではなく、日々平穏

に過ごせることに感謝して一日を精一杯生きようと思います。だって私達は目が見え、手足があり、

その気になれば何でもできるのですから。 

 最近、黒瀬昇次郎氏の神戸市垂水中学校での講演録が「中村久子先生の一生」という本として出

版されました。私も購入しました。小中学生にも読みやすい本です。読書感想文にも良いかもしれ

ません。 
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